
重田　勉　（１）

中川　治美（37）

辻川　哲朗・福井　知樹（24）

髙島　悠希（13）

籠尾　拓幸（７）

川嶋　泰輔（51）

森田 真由香（70）

伊庭　功　（61）

石器製作からみた矢柄研磨器という道具…………………

近江湖西地域の土師器
－古墳時代中期から後期にかけて－……………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
滋賀県内出土の須恵器貯蔵器1
－古墳時代中期を中心に－………………………………………………

志賀・中村狐塚古墳測量調査報告……………

犬上川右岸における集落の変遷
－彦根市福満遺跡を中心として－……………………………………

高島郡出土の底部糸切り土師器に関する基礎的研究
－「皿化」についての一考察－………………………………………

中世観音正寺の中心伽藍について
－観音寺城と観音正寺その（４）－…………………………………

近江地域の近世銭貨………………………………………………

ANNUAL BULLETIN
of

Vol.38   2025.3

Shiga Prefectural Association for Cultural Heritage

公益財団法人滋賀県文化財保護協会 2025.3

紀
要
紀
要
38

二
〇
二
五
年

　公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

ISSN 2185-341X

38

紀 要

滋賀県文化財保護協会紀要38号_表紙.indd   全ページ滋賀県文化財保護協会紀要38号_表紙.indd   全ページ 2025/03/11   15:282025/03/11   15:28



志賀・中村狐塚古墳測量調査報告（辻川哲朗・福井知樹）

-  24  -

────　　キーワード
中村狐塚古墳　真野廃寺　春日山古墳群　中村遺跡　古墳　古式群集墳　三次元計測

目次
１．はじめに
２．周辺の環境
３．本古墳の認識の過程
４．周辺での既往調査
５．測量調査の方法と有効性
６．測量調査の結果
７．中村狐塚古墳と周辺の古墳の位置づけ
８．おわりに

―　論　文　要　旨　―

　大津市真野に所在する中村狐塚古墳は、当該地域の古墳の一つとして周知されてきたが、墳丘測量調査等の
基礎的な資料を欠き、ながらく等閑視されてきた。一方、近年本古墳の隣接地において道路建設にともなう発
掘調査が実施された。その結果、あらたに古墳が検出され、それらとの関係をふまえて、本古墳を位置づける
必要があると考えていた。そこで、当該古墳にたいして墳丘測量調査を実施し、基礎的な資料化をはかること
にした。本稿は、その測量調査の内容を報告することを主たる目的とする。あわせて、当該古墳の位置づけを
こころみた。なお、測量調査は三次元計測による方法を採用したが、その方法と有効性についてもしめすこと
にした。
　測量調査の結果、墳丘規模は従来の想定よりもおおきく、約 30数ｍの円墳として推定復元した。時期につ
いては、従来中期古墳とする意見もあったけれども、道路建設に伴う発掘調査で検出された周辺の古墳の時期
からみて、本古墳の築造時期は６世紀前葉～中葉頃をくだることはなく、それらと同時か、それよりも先行す
る５世紀末～６世紀初頭頃に推定した。さらに、周辺の古墳とあわせて一連の古墳群を構成するとかんがえた。
　さらに、周辺の古墳との関係については、本古墳に近い春日山古墳群中のE支群の前・中期古墳と目され
る諸古墳を主な比較対象として検討をこころみた。

志賀・中村狐塚古墳測量調査報告
辻川哲朗・福井知樹
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１．はじめに（図１）
調査の経緯　大津市真野に所在する中村狐塚古墳（以下、
本古墳）は、周知の埋蔵文化財包蔵地としてしられている
（図１-③、滋賀県文化スポーツ部文化財保護課編 2022）。
だが、現在にいたるまで墳丘測量図は未公開であり、また
本古墳にたいする発掘調査も現在まで実施されていなかっ
た。そのため、当該地域における古墳の動態に関する研究
等で本古墳が対象として取りあげられることは、ほとんど
なかった（１）。
　一方、本古墳の隣接地において都市計画道路建設が計画
され、それにともなう発掘調査が 2015・2016 年度に実施
された。その結果、あらたに３基の古墳が検出されたこと
をはじめ、６世紀頃の集落遺構、古代の真野廃寺関連遺構
やそれ以降の諸遺構が確認され（青山他 2014A・2014B、
福田 2016・福田他 2017）、それらとの関係をもとに、本古
墳の位置づけを検討してみたいとかんがえていた。ただ、
本古墳については、墳丘測量等の基礎的資料を欠くので、
まずは墳丘測量調査を実施する必要があるとかんがえるに
いたった。
調査の経過　そこで、2024 年 12 月 30 日に辻川・福井両
名が現地観察・測量調査を実施した。今回の測量調査では、
後述するようにGNSS受信機による基準点測量とフォトグ
ラメトリによる三次元計測を試験的に採用することにし
た。その結果、墳丘に立入ることなく、比較的高精度の実
測図を短期間で作成することができた。
本稿の目的　上記の経緯をふまえて、本稿では実施した測
量調査結果を報告することを主たる目的とする。以下、ま
ず本古墳を理解するために周辺の状況を確認する（第２
章）。さらに、本古墳にたいする認識の過程（第３章）と
周辺での既往調査の内容を確認する（第４章）。つぎに、
今回の測量調査の方法と有効性についてのべたうえで（第
５章）、測量調査結果を報告する（第６章）。その結果をふ
まえて、本古墳の位置づけを検討する（第７章）。なお、
本稿の執筆は、第５章を福井が、その他を辻川が担当した。

２．周辺の環境（図１）
地理的環境　本古墳は、現在の行政区画上では滋賀県大津
市真野１丁目地先に所在する。本古墳が位置するのは、琵
琶湖の東西岸がもっともせまくなる付近の西岸－堅田地域
である。この堅田地域の地勢を概観しておこう。
　当該地域では、西側に比叡山地および比良山地が南北に
つらなり、その東側には標高約 150 ～ 200 ｍの堅田丘陵が
ひろがっている。さらに、比叡・比良山系を水源とする河
川（和邇川・真野川・天神川・御呂戸川等）が東流し、琵
琶湖に流入している。
　本古墳の北側には真野川が流れている。真野川は、山間
部の上流域では急峻な地形をなし、下流域では左右岸に数
段の河岸段丘を形成しつつ、その合間をぬって曲がりく

ねった流向を呈する。真野川右岸には段丘が東側へはりだ
してのびており、その段丘面上付近に本古墳は位置するこ
とになる。
歴史的環境　ここでは、本古墳にちかい主要河川である真
野川流域の古墳時代遺跡を中心に、その様相を確認する。
　まず、真野川左岸には、南北にのびた曼陀羅山一帯に曼
陀羅山古墳群（201-013）が展開する。曼陀羅山古墳群は
約 120 基が確認されて、その大半は後期群集墳である。た
だ、その中には前期後半頃と目される前方後円墳―和邇大
塚山古墳が築造されており、当該地域での確実な前期古墳
例といえる。それに後続する中期古墳としては、曼陀羅山
の東方丘陵上にあたる真野遺跡（201-033）において、直
径 20 ｍの円墳である真野古墳が築造される。さらに、後
期になると曼陀羅山一帯に後期群集墳が展開する。集落遺
跡としては、真野川左岸の神田遺跡（201-011）や普門南
遺跡（201-014）において古墳時代後期頃の竪穴建物が確
認されている。沢組遺跡（201-034）では須恵器窯が確認
されていたが、近年の調査によって４基の須恵器窯が発掘
され、６世紀から７世紀初頭にかけて継続的に須恵器が生
産されていたことが判明した。
　一方、真野川をはさんだ右岸域では、堅田丘陵の東端付
近に春日山古墳群（201-025）が展開する。春日山古墳群
では 211 基が確認されている。その大半は古墳時代後期の
小円墳から構成される後期群集墳であるが、そのなかには、
全長約 60 ｍの前方後円墳２基（春日山E- １号墳・E-12
号墳）等の前半期古墳がふくまれる。
　さらに、真野川の南側にある天神川流域では、その右岸
南方にあたる衣川付近で坂尻古墳群（201-037）・西羅古墳
群（201-042）が分布する。坂尻古墳群は円墳２基からなり、
中期中頃の築造と推定される。西羅古墳群は、全長 46 ｍ
の帆立貝式古墳である１号墳と、その東の方墳である２号
墳からなり、いずれも中期中葉から後葉頃の築造とされる。
天神川流域では、左岸にある下仰木天神山遺跡（201-044）
において後期の竪穴建物のほか後期後葉頃の須恵器窯が確
認された。

３．本古墳の認識の過程
現状の認識　最新の遺跡地図である『令和３年度　滋賀県
遺跡地図』には、本古墳は「円墳径 15ｍ・高２ｍ」の「中
村狐塚古墳」として登載されている（滋賀県文化スポーツ
部文化財保護課編 2022、p.112）。この認識がどこまでたど
れるのか、あらためて確認した。その結果、本古墳が遺跡
として認識され、それが広く共有されるようになったのは
意外にあたらしいことがわかった。
近世・近代の状況　まず、近江地域における近世の総括的
な地誌である『近江輿地志略』（宇野校訂 1976）や、明治
初年頃の明治 15 年作成『近江國滋賀郡誌』所収の「眞野
村誌」（宇野校訂 1979）には、本古墳にかんする記載は見
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図 1-2 図示範囲

図1　中村狐塚古墳の位置と周辺の状況

＊破線枠は③の範囲。

②大津市の位置

25°

30°

35°

40°

45°
130° 135° 140° 145°

日本国
Japan

大津市
 Ohtsu city

滋賀県
Shiga prefecture

0 20 ㎞

琵

琶

湖

琵

琶

湖

①滋賀県の位置

S=1/300000 1000m

0 200mS=1/5,000

④中村狐塚古墳の位置と周辺の調査地点④中村狐塚古墳の位置と周辺の調査地点

＊「大津市市域図」(昭和54年測)をベースマップとして作成。
＊遺跡範囲・番号・名称は滋賀県文化スポーツ部文化財保護課編2022にもとづく。
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いだせない。また、戦前に編纂され、数次にわたり改訂さ
れてきた滋賀県所在文化財の概要書『滋賀縣史蹟名勝天然
紀念物概要』（滋賀縣史蹟名勝天然紀念物調査會 1936）に
も当古墳にかんする記載はみとめられない。
認識の端緒とその後　本古墳が遺跡として認識され、その
認識がひろく共有されるのは戦後をまたねばならない。県
内における初期の遺跡地図である『滋賀県遺跡目録　昭和
40年度』（滋賀県教育委員会編 1966）には「中村遺跡」と
して「円墳１基」とあり（２）、本古墳の認識の端緒とい
える。
　その後の『昭和 55年度滋賀県遺跡目録』（滋賀県教育委
員会編 1981）には「（遺跡名）中村狐塚遺跡、（所在地）
真野町、（種類）古墳、（時代）古墳、（立地）平地、（地目）
畑地、（備考）円墳 15.0 ｍ　高 2.0 ｍ」とあり、古墳の規
模が明記された。さらに、その後の各種遺跡地図や論考で
は、遺跡の名称が「中村狐塚古墳」へと変更されてはいる
が、「円墳、径 15.0 ｍ、高 2.0 ｍ」（大津市教育委員会文化
課編 1981）、「その径およそ一五．〇メートル、高さ二．〇
メートルの円墳」（丸山 1996、p.154）とされていて、直径
約 15 ｍの円墳であるという認識は変更されることなく、
現行の遺跡地図まで共有されてきたことがわかる。

４．周辺での既往調査（図１）
既往の調査　先述したように、本古墳にたいする本格的な
調査はいまにいたるまで実施されていない。また、本古墳
の周辺部における開発にともなう緊急調査も、隣接する中
村遺跡において 1980 年度に実施された調査事例を除外す
ると、ほぼなかったといってよい。
　こうした当該地域の調査状況がおおきく変化したのは、
本古墳の東側に隣接する中村遺跡・真野廃寺の範囲内にお
いて、都市計画道路建設にともなう発掘調査が 2015・
2016 年度に実施されたことであろう。これらは本古墳と
無関係ではないので、ここでその内容を確認しておこう。
2015・2016 年度中村遺跡・真野廃寺発掘調査　この調査
は都市計画道路建設にともなう事前調査であり、本古墳を
はじめ、真野廃寺・中村遺跡の位置する段丘上を南北に横
断するように調査区が設定されることになった（図１-
④）。その結果、後述するように古墳３基があらたに検出
され、また真野廃寺に関係する遺構・遺物が確認された点
で画期的な調査といえる（青山他 2014A・2014B、福田
2016・福田他 2017）。
　なお、以下においては、記述の便をはかるため、この調
査を「都計道路関連調査」と仮称したい。
都計道路関連調査で検出された古墳群等　先述のとおり、
都計道路関連調査では、あらたに古墳３基や木棺墓２基が
確認された。以下、その内容をみておきたい。
【古墳１】A区とD区にわたって検出した円墳で、直径約
24 ｍをはかる。幅約 2.8 ｍ・深さ約 0.9 ｍの周溝が遺存し

ていた。墳丘の大半は削平されていたものの、墳丘中心部
付近で主体部が検出された。主体部は組合式の箱形木棺で
ある。木棺底部に枕木状痕跡が確認できるので、「枕木状
構造をもつ木棺」（瀬川 2005）であろう。主体部内からは、
鉄器（鉄刀・刀子）・装身具（金環・銀環・管玉・臼玉・
ガラス小玉）にくわえて、土器類（須恵器・土師器）が出
土している。土器類は細片のため、棺外から流入したとさ
れる。周溝内からは、土師器（甕）・須恵器（杯・高杯・鉢・
壺・ハソウ・提瓶・甕等）とともに、臼玉 10点が出土した。
【古墳２】A区で検出した円墳で、直径約 18 ｍをはかる。
墳丘が削平されたため、主体部は検出できず、周溝のみ遺
存していた。周溝は幅約 2.3 ｍ・深さ約 0.1 ｍで、周溝底
部付近から土師器（甕）・須恵器（杯・高杯・横瓶・甕等）
が出土した。
【古墳３】C区で検出された円墳である。直径は約 18ｍに
復元できる。墳丘は削平されており、主体部は遺存しない。
周溝は幅約 2.3 ｍ・深さ約 0.1 ｍで、周溝内の南東部から
土師器（甕）・須恵器（壺・提瓶・甕等）が出土した。
【SK１】古墳２の西側で検出した木棺墓と目される土坑で
ある。土坑内から鉄鏃１点と、須恵器（杯蓋・杯身・広口
壺・有蓋高杯）が原位置をとどめて出土した。
【SK９】古墳３の北東側で検出した木棺墓である。土坑内
から土師器・須恵器（杯蓋・杯身・壺・提瓶・甕）が出土
した。提瓶は棺内中央付近、杯と壺は棺内南辺からの出土
である。
古墳群の時期　これらの古墳は、墳丘が削平されていたも
のの、古墳１は主体部が遺存しており、比較的豊富な副葬
品をともなっていた。古墳２・３についても、主体部は検
出されなかったけれども、周溝内から土器類が出土してお
り、その特徴から、調査報告書では「６世紀前半～中頃」
と位置づけている。おおむね首肯できる見解であろう。
　以上を踏まえ、中村狐塚古墳の墳丘測量調査をのべるが、
まず調査の方法について次章で触れることにする。

５．測量調査の方法と有効性（図２・写真１・表１）
測量方法と機材　今回、本古墳にたいする三次元計測は
フォトグラメトリを利用して行った。現地での使用機材は、
座標観測にはGNSS受信機（株式会社ビズステーションの
DG-PRO１RWS（受信機）と u-blox ANN-MB-00（アン
テナ））と受信機を設置するための２ｍポール（シンワ測
定株式会社）、受信機の電源供給のためのモバイルバッテ
リー、水準器、GNSS受信機制御のためのアプリケーショ
ンソフトウェア（Drogger GPS）をインストールした
Android 端末（SONY製のWalkman NW-A307）、受信機
およびポールを固定して立てるためのカメラの三脚と固定
用バンドを使用し、座標観測点にはAgisoft Metashape で
ダウンロードしたマーカーを耐水耐光シール紙に印刷し、
径 10cmの円形アクリル板に貼り付けたものを使用した。
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GNSS 受信機・アンテナ

ポールアダプター
（φ25mm パイプ用 5/8”-11 オネジ）

モバイルバッテリー

水準器

Android 端末

①①

②②
③③

④④

①ログデータの確認①ログデータの確認

②Bluetooth の通信状態②Bluetooth の通信状態

③Bluetooth の接続・切断③Bluetooth の接続・切断

④データロギングの開始・停止④データロギングの開始・停止

⑤ウェイポイントの追加⑤ウェイポイントの追加

⑥点名（マーカー名）⑥点名（マーカー名）

⑦点番号⑦点番号
⑧アンテナ座面高⑧アンテナ座面高

X Y Z X （誤差） Y （誤差） Z （誤差） X （誤差） Y （誤差） Z （誤差）

1 46.752 69.826 92.793 47.103 0.351 70.732 -0.906 85.159 7.634 46.767 0.015 69.801 0.025 92.794 -0.001

2 55.166 97.867 92.822 52.835 -2.331 99.250 -1.383 85.884 6.938 55.167 0.001 97.848 0.019 92.821 0.001

3 04.923 80.834 92.930 04.305 -0.617 81.860 -1.026 87.818 5.112 04.986 0.063 80.847 -0.013 92.937 -0.007

4 12.430 09.730 92.955 12.117 -0.313 10.129 -0.399 88.045 4.910 12.411 -0.019 09.711 0.019 92.961 -0.006

5 25.952 75.317 92.859 25.219 -0.733 76.358 -1.040 87.080 5.779 25.965 0.013 75.299 0.018 92.876 -0.017

6 52.748 87.334 91.905 50.211 -2.537 86.923 0.411 89.128 2.777

7 60.803 95.170 92.123 58.091 -2.712 94.849 0.321 89.226 2.897

8 71.040 05.486 92.252 69.439 -1.601 06.312 -0.826 90.724 1.528

9 72.434 04.721 92.244 68.382 -4.052 05.569 -0.848 89.352 2.892

10 69.049 90.961 92.130 66.263 -2.786 90.913 0.048 89.176 2.954

11 66.684 81.563 92.079 64.122 -2.563 81.278 0.285 89.584 2.495

12 69.141 70.653 92.946 69.152 0.011 70.643 0.010 92.959 -0.013

13 79.155 07.985 92.969 79.175 0.020 08.033 -0.048 92.970 -0.001

14 85.328 31.602 93.107 85.335 0.007 31.569 0.033 93.117 -0.010

既知点座標 スタティック法単独測位法

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧ ⑧⑧

メイン画面メイン画面 単独測位法制御単独測位法制御 RAW データロギング制御RAW データロギング制御

写真 1　座標観測状況

図 2　DroggerGPS アプリの制御画面

表 1　座標観測比較（単位ｍ、100ｍ以上は省略）
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撮影にはCanon 製ミラーレス一眼カメラEOS Kiss M、レ
ンズはEF-M15-45mm F3.5-6.3 IS STMを使用した。
　撮影画像の解析には、OS が Windows 11 Pro 64bit、
CPUが Intel core i ７ 13700F、GPUがNVIDIA GeForce 
RTX 4070、メモリが 96GB のデスクトップパソコンで
Epic Games 社の Reality Capture を使用した。また、スタ
ティック法で観測したデータの解析は株式会社ビズステー
ションが配布しているソフトウェアのDrogger Processor
を利用した。
GNSS 受信機による座標観測　三次元計測に当たって基
準となる座標点を、GNSS受信機を用いたスタティック法
によって観測をした。GNSSは Global Navigation Satellite 
System（衛星測位システム）の頭文字を取ったもので、
上空にある衛星から発射される電波を受信することで地上
の位置を求める方法である。代表的なものにアメリカの
「GPS」や日本の「みちびき」などの衛星がある。
　GNSS測量は、基準点などの既知点と未知点にアンテナ
を設置して、その２点の衛星電波到達のズレを用い、２点
間の距離・方向・高低差（基線ベクトル）を決めて未知点
の座標値を求める方式である（松原 2020）。
座標観測の精度　座標観測に関して、観測時間や他の方法
による精度については事前に既設点を用いて検証を行っ
た。なお、使用したGNSS受信機は国土地理院１級GNSS
測量機に登録されているため、国土地理院が行う基本測量
でも使用が可能である。
　精度検証にはカーナビゲーションシステムなどで使われ
ている単独測位法とスタティック法の２種を行い、なおか
つ、スタティック法は観測時間による差も確認した。なお、
座標は平面直角座標の JGD2011 Ⅵ（EPSG：6674）を使用
した。
　単独測位法は受信機の電源を入れ、Android 端末と
Bluetooth 接続すれば準備は完了である。あとは測りたい
箇所でウェイポイントを追加して、点名などを入力するこ
とで測定が可能である。初期設定では観測時間が 10 秒と
なっていたのでそのまま観測した（図２）。なお、10 秒の
観測時間のため、三脚等を使用せずに手持ちで観測を行っ
た。
　次にスタティック法での観測を複数点で行った。基本的
には「作業規程の準則」に則った 60分以上の観測（３）と
「Drogger Processor ユーザーズガイド」（４）に記される
観測最低時間の 15 分程度の観測など時間差を設けて観測
を行った。スタティック法は長時間観測するので、三脚に
ポールを固定して動かないようにしたうえで観測をした
（写真１）。
　単独測位法は平均でＸ軸が 1.808 ｍ、Ｙ軸が 0.487 ｍ、
Ｚ軸が 4.174 ｍの誤差があった（表１参照）。最低誤差は
Ｘ軸が 0.313 ｍ、Ｙ軸は 0.048 ｍ、Ｚ軸が 1.528 ｍで、最大
誤差はＸ軸が 4.052 ｍ、Ｙ軸は 1.383 ｍ、Ｚ軸が 7.634 ｍで

結果としては大きな誤差が生じた。
　スタティック法での観測では、時間による精度の差はほ
とんどなかったため、まとめて記載する。平均では、Ｘ軸
が 0.014 ｍ、Ｙ軸が 0.008 ｍ、Ｚ軸が 0.007 ｍの誤差であっ
た。最低誤差はＸ軸が0.001ｍ、Ｙ軸は0.010ｍ、Ｚ軸が0.001
ｍで、最大誤差はＸ軸が 0.063 ｍ、Ｙ軸は 0.048 ｍ、Ｚ軸
が 0.017 ｍとなるが、Ｘ軸・Ｙ軸ともに、これ以外の誤差
は概ね 0.020 ｍ以内であったため、ほぼ正確であり、かつ
短時間の観測でも大きな問題はなさそうであった。そのた
め、本古墳での座標観測はスタティック法で、15 ～ 20 分
程度の観測で実施することにした。
　スタティック法での観測後にDrogger Processor を使用
して、観測したデータの解析をする必要がある。解析は取
得したデータを、ソフトウェア上に取り込むことで、解析
が可能となり取得したデータと電子基準点の観測データか
ら基線ベクトルを決めることで未知点の座標値が計算でき
る。
撮影と解析　座標観測は前項の通り行い、マーカーを５枚
設置して各点の観測をしつつ、並行して撮影を行った。撮
影は JPEG形式のみ、カメラの設定はAvモードで、絞り
値（F11）と ISO（200）のみ設定し、1798 枚撮影した。
　これまで、筆者はフォトグラメトリ解析のソフトウェア
はAgisoft Metashape Proffecional を使用していたが（山
田・福井 2023）、今回は Reality Capture を使用した。解
析はマーカーの検出（「Detect Markers」）の結果が芳しく
なかったため、ドラフトモードで仮位置合わせをしてから
「Add Control Points」で写真にマーカーの位置を設定し、
アライメントからテクスチャー構築まで解析をした。解析
終了後にオルソ画像投影をするが、Reality Capture は数
値標高モデル（DEM：Digital Elevation Model）を同時に
投影でき、等高線作成のためDEM画像をエクスポートす
る。
等高線の作成　等高線はDEM画像を利用して生成する。
オープンソースソフトウェアのQGIS（Ver.3.40.2）を起動
し、データソースマネージャを開き、ラスタのタブで書き
出したDEM画像を取り込む。その後、ツールバー上にあ
る「ラスタ＞抽出＞等高線」をクリックすると、等高線の
間隔などを指定して等高線の生成が可能である。今回は
0.25 ｍ間隔で生成し、1.00 ｍは太く設定して生成した。
QGIS の使用方法については（石井 2019）が詳しい。
　生成した等高線は草などの地形とは関係のない凹凸も同
じ高さであれば拾うため、線が乱れている部分もある。そ
のため、生成されたデータをそのまま利用することは難し
い。QGIS で等高線のスムージングやDEM画像の平滑化
が行えるが、大きくは変わらないので、割り切って作業す
る必要がある場合もある。生成された等高線は画像として
エクスポートできるので、任意のスケールに設定してエク
スポートし、Adobe illustrator などの描画ソフトを使用し
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てトレースする方が使いやすい場合もあるので、その場に
応じた利用をすればいいだろう。
GNSS 測量と三次元計測の有効性　今回、本古墳の測量
をGNSS受信機による基準点測量とフォトグラメトリによ
る三次元計測で行ったが、その成果からいくつかの有効性
について記しておきたい。
　GNSS測量に関しては、近くに基準点がなかったとして
も短時間で精度の高い座標点を得ることができるため、比
較的使いやすい。光波測距儀を用いた座標点移動やオート
レベルを用いたレベル移動をするにしても、地上基準点が
近くに２点以上設置されていないと使えない。特に光波測
距儀を使用するときは２点が同時に観測できる位置に存在
していないと使用できない。一方、スタティック法で使用
した電子基準点は国土地理院設置のものでも全国 1,300 点
以上、滋賀県内でも 14 ヶ所設置されており、観測したい
場所で電子基準点が見えていなくても計算が可能である。
　また、観測時間も短時間で済み、観測中は他の作業も行
える。今回の例では、１点当たり 15～ 20 分の観測で５点
観測したので、１時間 15～ 30 分程度で得ることができて
いる。もちろん、RTK法などのかなり短時間で観測がで
きる方法もあるが、ランニングコストがかかるものもある
ため、現状の費用対効果ではスタティック法が適当と思わ
れる。
　三次元計測については、最低でもカメラとマーカーがあ
ればデータ取得ができる。今回のような周辺から撮影する
しかない場合は、ポールなどの上もしくは俯瞰で撮影でき
るようにする機材とCanon 社であればCamera Connect、
SONY社であれば Imaging Edge Mobile などのリモート
撮影ができるアプリケーションをインストールした iOS/
Android 端末が必要になるものの簡単に撮影ができる。
　DEM画像から等高線の生成に関しては、そのまま利用
することは難しいが、工夫次第で使用方法は無限大だろう。
解析をした時点で座標値を持つので生成するオルソ画像・
DEM画像はもちろん、等高線も座標を持っていることに
なる。そのため、使いたい地図に重ね合わせることも容易
にでき、たとえば、国土地理院の基盤地図情報のDEM画
像をダウンロードすれば、周辺の陰影図と重ねることもで
きる。また、座標を設定すればスキャンした紙地図などに
も重ねることができる。
　GNSS 測量と三次元計測の双方でのメリットとしては、
現地での使用機材が少なく、一人でも短時間で作業ができ
ることである。今回の現地での作業―座標観測と撮影は約
２時間であった。光波測距儀での測量であれば一人でも実
施できなくはないが、作業効率等を考えると少し厳しい。
また、等高線を作成するのであれば平板測量等の方法があ
るが、これは一人ではできない。そういった観点から見る
と、従来に比して簡単に測量調査ができるといえよう。

６．測量調査の結果（図３・写真２）
立地と地形　本古墳が立地するのは、真野川が形成した複
数の段丘のうち、右岸の低位段丘面上にあたる。北側の真
野川との間には比高差数ｍの段丘崖が形成されている。こ
の低位段丘面上は、全体として北西側がたかく、東南側へ
むけてゆるやかに傾斜するものの、比較的平坦である。こ
の段丘面の南側はやや傾斜度をつよめた斜面がつづき、さ
らに南側の谷へそれぞれつづいている。本古墳は、その斜
面上―標高約 94ｍ付近に位置することになる。
観察の結果　墳丘の現状は、立木がなく、マウンドが水田
のなかに遺存している。除草作業がなされており、丁寧に
管理されていることがよくわかる。墳丘内への立ち入りは
禁止されているので、周辺から観察できた結果と、作成し
た実測図から読みとれた事項を以下にしめす。
【墳　丘】マウンドの平面形態は、現状では不整な台形を
呈する。その規模は、南北軸で約 23ｍ・東西軸で約 22.5 ｍ、
最も長い北東から南西方向の軸では約 30 ｍをはかる。高
さは、低位側の南東裾からは約 2.75 ｍ、高位側の北裾部
からは約1.75ｍである。マウンドの四周には高さ1.0～ 1.7
ｍ程度のかなり急傾斜で崖状を呈する段差がある。平面形
態が不整形であることも考慮すると、周囲からマウンドが
削平されたとみて大過ない。ただ、北側の隅部付近のみ斜
面の傾斜がゆるやかになる。マウンドの上面は、あたかも
皿をふせたような形状を呈しており、本来の形態をとどめ
ているとは見なしがたい。
【外表施設】このように、墳丘は後世の変形をうけた可能
性がたかい。そのこともあって、段築については、その痕
跡を見いだせない。また、墳丘周囲の崖面やその周辺には、
葺石と目される石材を確認できなかった。埴輪についても、
周辺の水田もふくめて踏査したものの、現状では確認でき
なかった。以上から、段築は有無を判断できず、葺石・埴
輪は存在しなかった可能性がたかいと判断した。
【周　溝】周溝については、周辺の遺存地割から復元する
ことはむずかしい。しかし、古墳１～３のいずれもが周溝
を有することからみて、本古墳もまた周溝をめぐらせてい
た可能性がたかい。
【埋葬施設】墳丘の遺存状態からみて、埋葬施設にかんす
る手がかりをえることは現状で困難である。ただ、横穴式
石室であったとした場合、墳丘周囲が削平されていること
を考慮すると、羨道部先端付近の石材が墳丘周囲―とくに
南半部の崖面に露出している可能性があると予想した。そ
こで、墳丘周囲の崖面を綿密に観察することにした。しか
し、石材を確認することはできなかった。よって、埋葬施
設が横穴式石室である可能性はひくく、おそらく木棺直葬
等の竪穴系埋葬施設であろうと判断した。
墳丘の復元　先述したとおり、本古墳の墳丘形態・規模に
ついては、直径約 15 ｍの円墳であるという認識が共有さ
れてきた。そこで、今回作成した実測図にもとづき、この
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図 3　中村狐塚古墳墳丘実測図

写真2　中村狐塚古墳墳丘写真　

①墳丘全景(南西から)①墳丘全景(南西から)

②墳丘詳細(東側斜面)②墳丘詳細(東側斜面) ③墳丘詳細(西側斜面)③墳丘詳細(西側斜面)
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点を検討してみよう。
　まず、残存するマウンドについては、墳丘周囲の削平が
あきらかであるから、遺存範囲よりも本来の規模はおおき
くなるはずである。ゆえに、遺存部分の法量を墳丘の最低
限の規模と見なしうる。
　つぎに、墳丘の平面形態については、残存するマウンド
の遺存状況や周辺の地割の形状からみて、前方部を有する
ような前方後円墳・前方後方墳を積極的に想定することは
むずかしい。そうなると、方墳もしくは円墳が候補となる。
まず、残存するマウンドの裾部ラインは、北・西・南側が
比較的直線的である一方、東側の裾部ラインは弧状をえが
いている。さきに墳丘裾が一定度削平された可能性を想定
したから、現状をもって本来の形状とは見なしがたい。し
かし、留意すべきは、東側裾部ラインが円弧をえがく点で
あろう。この東側裾部ラインの状況から、円墳の可能性を
想定しておきたい。
　以上から、本古墳の墳丘規模と平面形態は、すくなく見
積もって直径 30 数ｍの円墳となり、従来の想定よりも墳
丘規模がよりおおきくなる可能性を見いだせた。
時期の推定　時期について直接知りうる材料はない。そこ
で、都計道路関連調査で検出された古墳群との関係から推
定をこころみたい。
　先述したとおり、調査者は、都計道路関連調査で検出さ
れた「これら古墳及び木棺墓の築造時期について出土した
土器類から６世紀前半～中頃」であり、「今回検出した古
墳１の西方約 50 ｍの位置に所在する中村狐塚古墳とも、
一体となって群集墳が展開していた」という（青山他
2014A、p.65）。つまり、本古墳は都計道路関連調査で検出
された古墳と一連のものであり、古墳時代後期の群集墳の
構成墳として本古墳を位置づけたわけである。
　一方、本古墳を中期古墳と位置づける意見もあった。丸
山竜平氏は当該地域の「中期古墳として明確な」事例とし
て「真野川右岸の段丘と春日山E支群の築かれた丘陵地
との間にはさまれたわずかな平地に築かれた大津市真野一
丁目の中村狐塚古墳」（丸山 1996、p.194）をあげている。
　このように、本古墳の時期については、後期古墳とみる
意見と中期古墳と見なす意見とがある。墳形・副葬品・外
表施設・埋葬施設等の属性のいずれについても確実な情報
をえられていない現状では、その時期を確定することは容
易ではない。しかし、都計道路関連調査によって検出され
た古墳との関係を考慮すると、本古墳がそれらと無関係で
あるとは、やはりかんがえにくい。その場合、規模からみ
て本古墳が盟主的な役割を有するとみておくのが穏当であ
る。そうなると、すくなくとも都計道路関連調査で検出さ
れた古墳群の想定時期―６世紀前半～中頃をくだることは
なかろう。それらと同時か、それよりも先行する５世紀末
～６世紀初頭頃に本古墳の築造時期を想定しておきたい。

７．中村狐塚古墳と周辺の古墳の位置づけ（図４・５）
中村狐塚古墳と都計道路関連調査で検出された古墳　ま
ず、先述したとおり都計道路関連調査で検出された古墳群
と本古墳とを一体としてとらえ、本古墳が盟主墳となり、
その築造を契機として周辺に円墳群が築造されたとかんが
える（図４）。その場合、中村狐塚古墳は中期古墳ではなく、
周辺古墳と一連の後期古墳とみることになる。なお、以下
においては、このように一体としてとらえた本古墳と都計
道路関連調査で検出された古墳群について、記述の便をは
かるために「中村狐塚古墳群」（以下、本古墳群）と仮称
する。
　本古墳群の分布範囲（墓域）については、調査区が限定
されているために確言しがたい。けれども、すくなくとも
古墳１よりも北側の平坦部分に古墳は確認できていない。
この付近には６世紀頃の竪穴建物が確認されており、居住
域となっていたのであろう。一方、墓域の南端については
判然としないものの、古墳３より南側では傾斜が急になっ
て谷部にいたるので、古墳３より南側に古墳は占地しがた
い。そうなると、古墳が分布する余地があるのは、古墳が
確認されたA・C・D区の東・西側となろう。東側につい
ては、都計道路関連調査での中村遺跡調査区（A～E区）
において古墳が検出されていないので、東限の目安となる。
　以上から、低位段丘面の南側緩斜面に東西方向に古墳群
がさらに展開していた可能性が見いだせた（５）。そして、
本古墳群の築造集団の居住域は、空間的にみて真野廃寺・
中村遺跡に想定するのが自然であろう。
本古墳群の特徴　現状で確認しえた範囲にとどまるもの
の、本古墳群の特徴は以下の諸点にまとめることができる。
　①�直径約 30 数ｍの円墳である中村狐塚古墳を盟主墳と
して、その周辺の直径 15～ 20 ｍ程度の比較的等質な
円墳群から構成される。

　②�古墳の時期は古墳時代後期前半―MT15 型式～MT85
型式期（田辺 1981）にまとまる。

　②�主体部が確認された古墳１では木棺直葬であり、複数
埋葬でなく単葬である。

　③�古墳の周辺に従属埋葬と目される木棺墓が付属する
（古墳２・３）。

本古墳群の性格　以上のような特徴のうち、①・②・③に
ついては、丸山竜平氏のいう「プレ群集墳」の特徴と共通
する（丸山 1996）。氏のいう「プレ群集墳」とは「六世紀
中葉から七世紀初めにかけて広範な後期群集墳が築かれは
じめる直前」に展開する群集墳である。その特徴として「横
穴式石室を採用せず、木棺直葬といった旧式の葬法を用い
ており、規模は小規模で均質的で」、「墳頂部には平坦部が
みられ、相互に裾を接するように群集し、葺石や埴輪をも
たない場合が多い」点があげられている（p.198）（６）。
　一方で、特徴①・②・③は、和田晴吾氏のいう「古式群
集墳」（和田 2018）の特徴とも整合的である。和田氏は、
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弥生時代から飛鳥時代にいたる間の群集形態をしめす小型
墳丘墓を「型式とヤマト王権との係わり方を基準に」５つ
のグループに分類した。そのなかの「古式群集墳」は「古
墳時代後期前半頃を中心とするもので、（中略）木棺直葬
のほか多様な埋葬施設を持つ円墳」（p.116）と定義されて
いる。和田氏は「古式群集墳」と、後期中葉～飛鳥時代前
葉頃の畿内型横穴式石室を有する「新式群集墳」、飛鳥時
代の「終末式群集墳」の３つを「群集墳」とし、前二者が
ヤマト王権による有力家長層把握の進行過程を反映すると
理解した。
　以上から、「中村狐塚古墳群」を「プレ群集墳」や「古
式群集墳」の範疇でとらえうる余地があるとかんがえる。
　そうなると、当該地域の古墳動向はどのように整理すべ
きであろうか。えられた情報はすくなく予察にとどまるけ
れども、この点をつぎに検討してみたい。
春日山古墳群 E 支群　ここでとりあげたいのは、本古墳

群の南西側の丘陵上一帯に展開する春日山古墳群を構成す
る支群のうちのE支群である（図５）。それというのは「志
賀町の大字和邇中・小野から大津市の真野・衣川にかけて
の中期古墳の中で安定した族長系譜を示す古墳は、中村狐
塚古墳と春日山古墳群E支群中の数基からなるものだけ」
（丸山他 1996、p.195）とされるように、春日山古墳群 E
支群の諸古墳と中村狐塚古墳とを一連の首長墓系譜と見な
す見解があるからである。
　現状で 211 基から構成される春日山古墳群は、その大半
が横穴式石室を埋葬施設とする小規模円墳群から構成され
る「新式群集墳」である。丸山氏は、この E支群には、
その他の支群の古墳とは「全く異質といってもよい首長墓
群が含まれ」（丸山 1974、p.24）る点をはやくから指摘し
ていた。具体的には、「築造年代は五世紀後半代が無難と
思われる前方後円墳（春日山古墳）〔引用者註：E-１号墳〕
以下、順次、円墳二基、六世紀初頭頃の箱式棺、さらに六

4

図 5　中村狐塚古墳と春日山古墳群
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＊「大津市市域図」（昭和 54 年測）をベースマップとして作成。
＊春日山古墳群の古墳分布は岩橋他 1995 に基づく。
＊中村狐塚古墳群の位置は青山他 2014A に基づく。
＊春日山古墳群中の灰色ドットは前・中期古墳と目される古墳、
黒色ドットは新式群集墳の構成墳をしめす。
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世紀前葉の木棺直葬墳と首長五世代にわたる継起的な古墳
造営の契機を如実にものがた」（p.24）るとした。
　その後、細川修平氏はE-１号墳（春日山古墳）を古墳
時代前期後半（前方円墳集成編年３・４期）に遡上させた
（細川 1992）。
　さらに、その後の平成５年度に実施された分布調査の結
果、それまで円墳と認識されていたE-12 号墳も前方後円
墳であることが判明した。くわえて、従来から木棺直葬の
円墳と目されてきたE-10 号墳〔径 34.5 × 25.5 ｍ〕以外に
も、木棺直葬と推定される円墳（E-20 号墳〔径 14 ｍ〕・
21号墳〔径 13ｍ〕・22号墳〔径 27ｍ〕）が確認されたほか、
近接する I支群においても、やはり木棺直葬の可能性のあ
る直径 33 ｍ程度の円墳（I- ４号墳）があらたに確認され
た（岩橋他 1995）。分布調査の結果と細川氏の見解（細川
1992・2000）にもとづいて、これら２基の前方後円墳が前
期後半ごろに相ついで築造され、その後中期をとおして円
墳が継起的に築造されたとした（岩橋 1995 他）。
　今回の検討で中村狐塚古墳の時期を後期初頭頃に想定し
た。そうなると、春日山古墳群E支群での中期古墳と入
れかわるように中村狐塚古墳が築造された可能性が生じる
ことになる。
　春日山古墳群E支群における２基の前方後円墳（E-１
号墳・E-12 号墳）の造営主体がどの集団であったのか、
確定することはむずかしい。ただ、全長約 60 ｍにおよぶ
前方後円墳２基の築造にさいしては、すくなくとも真野川
右岸～天神川左岸程度の比較的広域な領域に居住していた
複数集団の関与を想定するのが穏当であろう。
　これら２基の前方後円墳の築造後、春日山古墳群E支
群では、継起的な築造が継続するものの、古墳の規模が縮
小するとともに、墳形も円墳に変化する。一方で、真野川
左岸では真野古墳（中期前半頃）が築造され、天神川右岸
域では坂尻古墳群・西羅古墳群でも中期と目される古墳の
造営がはじまる。こうした状況から、すくなくとも中期に
は、前期段階の複数集団による造墓体制が解体し、前期に
おいて前方後円墳の築造に関与した各集団は、それぞれ個
別の墓域で首長墓を造墓するように変化したみることがで
きよう。
　さらに、５世紀末～６世紀初頭頃―おそくとも６世紀前
葉頃には、真野廃寺・中村遺跡に居住していた集団が倭王
権との間にあらたな関係をとり結び、中村狐塚古墳の築造
を契機として、古式群集墳である「中村狐塚古墳群」の造
墓をはじめたとかんがえる。ただ、中村狐塚古墳と春日山
古墳群E支群の首長墓との系譜的関係については、現時
点では確定しがたい（７）。
　そして、６世紀後半頃には中村狐塚古墳群の築造が停止
され、墓域が春日山古墳群中にあらたに設定され、そこで
新式群集墳を築造したのであろう。

８．おわりに
　以上、ながらく等閑視されてきた中村狐塚古墳にたいし
て墳丘実測調査を実施し、その内容を報告するとともに、
若干ながら位置づけをこころみた。とはいえ、事実報告に
とどまり、当該地域の地域史復原にはいたっていない点は
十分承知している。とくに、当該地域の開発過程について
は、「中村狐塚古墳群」の築造背景とからめて検討する必
要があるとかんがえている。この課題については別稿にお
いてあらためて論じることを期して、ひとまず本報告をお
えることにしたい。

〔付記〕三次元計測のDEM画像利用については、奈良文
化財研究所の山口欧志氏から多くの御教示をいただいた。
また、本稿の作成にあたり、福田　敬・堀　真人氏からは
貴重なご教導をえた。いずれも記して謝意を表する。

註

（１）�例えば、県内の首長墓の動向を検討した諸成果（細川 1992・

用田 2007・細川 2011 等）では、本古墳は取りあつかわれて

いない。

（２）�滋賀県埋蔵文化財センターには、昭和 36 年に実施された遺

跡分布調査によって作成された遺跡カードが保管されてい

る。中村狐塚古墳にかんしては、以下のように記述されてい

た。「（種別）古墳、（名称）中村円墳、（所在地）大津市堅田

町真野中村、（形態）円墳、（遺構）周囲 20 ｍ　高さ４ｍの

円墳　封土のみ完全で上は茶畑となっている、（その他）俗

称いなり山のこと」。

（３）�作業規程の準則では、基準点から 10km以内であれば 60 分

以上、10km以上であれば 120 分以上観測することが定めら

れている（第 37 条２の二のハ）。精度確認を行った場所は電

子基準点から 10km以内の場所であったため、60分以上の観

測で規定に則った形になる。

（４）�https://drogger.hatenadiary.jp/processor_usesguide 参照。

（５）�古墳からは南側の谷を眼下に一望できる。このことは、古墳

を見せる対象―あるいは古墳を見る視線が奈辺にあったのか

を示唆していよう。

（６）�丸山竜平氏は、「プレ群集墳」について、湖西北部を中心に

広範な築造がみとめられる一方、旧志賀町内や大津市内には

「プレ群集墳」の形成がないことを指摘する（丸山2004、p.116）。

（７）�ただ、居住地と推定される真野廃寺・中村遺跡との位置関係

からみて、春日山古墳群E支群中の中期古墳と目される諸古

墳の造成集団と中村狐塚古墳群の造成集団は同一の集団で

あった可能性もかんがえられる。
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